
➢ 小布施町では森林環境譲与税を活用して、県産材を活用した木材製品の導入を実施していく方針。

➢ 令和４年度においては、公共施設等への木製ベンチの設置、町内の幼稚園及び保育園等合計４園に木製おもちゃの配布、また、雁田山
自然探勝園のハイキングコースの整備を実施。

➢ 今後も、木材利用の促進・普及啓発に取り組んでいく方針。

□ 事業内容
1．木製製品の購入

• 町内の公共施設等へ、県産材を活用した木製ベンチを設置。

【事 業 費】165千円（全額譲与税）

【実 績】県産材を使用した木製ベンチを3基設置

2．木製製品の購入

・町内の幼稚園、保育園等へ木製おもちゃの配布。

【事 業 費】658.9千円（全額譲与税）

【実 績】県産材を使用した木製おもちゃを配布

3．ハイキングコース整備事業における木材利用

・雁田山自然探勝園ハイキングコースへ木製階段の設置。

【事 業 費】809.1千円（全額譲与税）

【実 績】県産材からまつを使用した階段計48段設置
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◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

担当者連絡先
（部署）産業振興課農業振興係 （氏名）出澤祐一
（電話番号）026-214-9115
（メール）nougyou@town.obuse.nagano.jp

①令和４年度譲与額：1,588千円 ②私有林人工林面積（※１）：59ha

③林野率（※１）：13.4％
④人口（※２）

：10,660人
⑤林業就業者数（※２）：◎◎人

□ 工夫・留意した点

・1の事業については、沿道沿いや駅前広場等にベンチを設置し、

町民だけではなく、町に来た観光客にも利用してもらえるよう

配慮した。

・2の事業については、各園におもちゃの希望を聴取して木製おも

ちゃを配布した。温かみのある木のおもちゃに触れ将来を担う

子供たちへ良い普及啓発となった。

・3の事業については、ハイキングコースの足場の悪い箇所に、

安全面を考慮し木製の丸太階段を設置した。


